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伝1統 事体験1事業

>大凧合戦最終日の6月 3日 (月 )に 中之島中

学校1年生が、地上であらかじめ凧を絡めて引き

合う「地絡め」に挑戦しました。合戦会場の両岸に

分かれてスタンバイした生徒たちは、凧組の皆さ

んからアドバイスを受けながら、係員の合図とと

もに凧糸を手に堤防を全力疾走しました。「男子

チーム∨S女子チーム」の熱い戦いが繰り広げら

れました。

>11月 5日 (火 )に中之島中学校3年生が、運

動会の応援パネルとして作成した大凧で、凧揚

げを体験しました。

凧組の皆さんから糸の結び方などを教えても

らいながら、悪戦苦闘の末に生徒たちが組み上

げた大凧は、見事に天高く舞い揚がりました。

青空が広がる晩秋のグラウンドで、生徒たちは

思う存分凧揚げを楽しんでいました。

撃

く6月 1日 (土 )から3日 (月 )の 3日間

行われた、「見附今町。長岡中之島大凧

合戦」の期間中、合戦会場近くの刈谷

田川堤防上に市民観覧席を設置しまし

た。連日大勢の皆さんからご利用いた

だき、ゆつくりくつろぎながら、大凧合

戦の迫力を満喫していただきました。

また、市民観覧席では地域の特産品

のPRを兼ねて、笹だんごや地元野菜の

漬物、れんこん羊羹などを販売しまし

た。多くの来場者が立ち寄り、購入され

ていました。

く9月 7日 (土)に行われた中之島中学校

の運動会に登場した大凧の応援パネル。

この大凧は、生徒たちが考えた絵を、自

ら白凧に描いたものです。

3枚とも勇壮で迫力満点 1生徒たちはこ

の大凧の応援パネルを背に、優勝目指し

てグラウンドを駆け巡りました。
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大口れんこん収穫体験ツア■

>蓮の葉に飲み物を注ぎ、茎をストロー代わりにして

飲む「象鼻杯」体験には、大人も子どもも興味津々。さつ

そくジュースやお茶を注ぎ、茎の苦味 (旨味?)を感じな

がら一生懸命に吸つていました。

他にも、大□れんこんの調理方法やレシピなどいろい

ろと教えていただいた料理教室、はさみを使つて蓮の実

を花の形に変身させる「蓮の実アート」など、大□れんこ

んづくしとなった1日 を、参加者の皆さんは思う存分満

喫していました。

く9月 28日 (土 )に開催した「大□れんこん収穫体験ツアー」

には、県内外から40名の方々が参加されました。

参加者の皆さんは、さっそく胴長と手袋を身に着け、ひざ丈

ほどの深さがあるれんこん田で、中之島の特産品「大□れんこ

ん」の収穫に挑戦。生産組合の皆さんからサポートを受けなが

ら、立派に実つた大きなれんこんを掘り当てました。

収穫体験の後の昼食では、新鮮な大□れんこんを使つた料

理などが、新米コシヒカリのおにぎりとともに振る舞われ、参加

者の皆さんのお腹を満たしてくれました。

く5月 11日 (土 )、 シバザクラの植栽とひまわりの種まき

が¬04中之島記念公園で行われ、公園を管理されている中

之島ラブフォー隊のメンバーや地域の皆さんなど約70名の

方々が参力]されました。

シバザクラは公園法面に植えました。急斜面での作業で

したが、参加者の皆さんは足元に注意しながら、白色と桃色

のシバザクラ2,400株を一つ一つ丁寧に植えていました。

ひまわりの種は、公園に設置されている40基の木製プラ

ンターに、「きれいな花が咲きますように」と願いを込めてま

きました。種は順調に育ち、ア月にはされいに花開いたひま

わりが見事に咲き並びました。

今は、このプランターでナノハナを育てています。まもな

く、きれいに咲いたナノハナと公園法面のシバザフラが、地

域の皆さんと中之島を訪れる方々を温かく迎えてくれます。

ぜひ、地域の皆さんが愛情を込めて育てた花たちに、公

園に足を運んで会いに来てください!
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「中之島のマスコットキャラクターを作ろう|」 そんな熱い思いからスタートしたこの

事業は、中之島観光協会が中心となり、地域の皆さんの協力をいただきながら取り

組みました。そして、待望のマスコットキャラクターが誕生しました。その名はれんこ

んの妖精「なかのん」です。

「なかのん」は、県内外から応募のあった376点もの作品から選ばれた、長岡造形

大学4年高橋雅代さんの作品です。今後「なかのん」はいろいろな場面に登場し、中

之島をPRしていきますので、皆さん応援をよろしくお願いします。そして、中之島の

新しい仲間「なかのん」を温かく見守り、大切に育てていきましょう。

▲12月 9日 (月 )に行われたベストデザイン賞表彰式で

は、中之島観光協会の高森会長から高橋雅代さんに、表彰

状と副賞の中之島特産品の目録が贈られました。

▲「なかのん」の着ぐるみも完

成しました|イベントを盛り上げた

り、中之島をPRす るために、各地

に「出張」します。

▲表彰式の後、カメラマンのリクエストに笑顔で応じてく

れた高橋雅代さん。「なかのん」と一緒に「ハイ|ポーズ♪」

かわいらしい素敵な作品をありがとうございました|
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… いろいろな1楼鞣罰(1をご紹介します♪

【田植え「なかのん」】

λ,

ユ
【おにぎり「なかのん」】

獄

【眠る「なかのん」】 【入学「なかのん」】
―

【走る「なかのん」】

【はつぴ「なかのん」】 【サンタ「なかのんJ】 【万歳「なかのん」】

編集・発行 :長岡市中之島地域ふるさと創生基金事業実行委員会 (事務局 :長岡市中之島支所 地域振興課 )
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